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獲得し、1943 年に教会を建設し、約 2000 戸の中国人
信者に「神様」のように慕われるようになった。敗戦後、
中国人やソ連軍から被害を被った村の死傷者や、いわゆ
る「残留孤児」を援助したⅳ。新田石太郎の事例は、「教
派神道」の教団の二面性を示すと同時に、満洲における
単独布教と農民生活の厳しさを示している。また、天理
教の布教者の活動を考察すれば、大本教の例と同様に「病
気治し」と「千年王国主義」が近代日本の宗教の重要な
ポイントであったことが理解できる。
「満蒙開拓の父」・加藤完治
　一般的に満洲に建てられた神社を概観すると、「満鉄
付属地神社」、「開拓地神社」、「国家的神社」の三つに区
別できる。「開拓地神社」は開拓団員によって建設され
た神社であり、「植民地満洲」のうちで最も「民族的」
な神社であった。ただし、その神社の祭神は、開拓団の
氏神というより日本帝国の代表的な天照大神であった。
その理由は、開拓団の若い団員が満蒙開拓青少年義勇軍
